
（1）　平成4年（1992）12月1日　㈹　　　　　　石桜同窓会報　　　　　　　　　　　　　　　　　　第18号

石桜同窓会
盛　岡　市　長　田　町

岩手高等学校内
印刷　山口北州印刷

二三　　播箪　一　＿：・■．′

てこ＝　…己一二i・▲－：■■・・

◇
…
平
成
4
年
度
石
桜
同
窓
会
定
時
総
会
は
去
る
1
0
月
叩
‥
◇

◇
…
日
随
盛
岡
駅
タ
1
、
、
ナ
ル
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
…
◇

◇
…
盛
岡
で
午
後
6
時
か
ら
開
会
、
今
回
は
遠
藤
貫
中
前
校
…
◇

？
＝
最
の
着
手
県
県
勢
功
労
葺
受
章
の
祝
賀
も
兼
ね
て
行
わ
…
◇

◇
…
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
◇

総会後の懇親会場で

三
田
義
正
翁
の
伝
記
刊
行

を
思
い
た
っ
て
か
ら
既
に
五

年
有
余
。
よ
う
や
く
そ
の
刊

行
を
み
る
に
至
っ
た
。
思
え

ば
遠
い
道
程
で
あ
っ
た
。

執
筆
者
藤
井
茂
氏
の
ご
苦

労
は
も
と
よ
り
、
資
料
や
談

話
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
皆
様

の
ご
協
力
ご
厚
情
に
は
感
謝

の
言
葉
に
苦
し
ん
で
余
り
あ

る
も
の
が
あ
る
が
、
さ
れ
ば

と
言
っ
て
充
分
な
言
葉
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
平
凡
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
申
し
あ
げ
て
お
許
し
を
願

う
次
第
で
あ
る
。

こ
の
企
画
は
、
第
一
回
生

と
し
て
入
学
し
た
私
に
と
っ

て
は
か
ね
て
の
念
願
で
あ
り
、

且
つ
三
田
翁
生
誕
二
二
〇
年

を
期
し
て
と
の
願
い
も
あ
り
、

気
が
気
で
な
か
っ
た
。

憶
う
に
国
公
立
枚
に
は
特

久しぶりに交歓する同期生

東
京
石
桜
同
窓
会

盛
会
裡
に
開
催

1
0
月
1
7
日
出
第
一
〇
回
の
東

京
石
桜
同
窓
会
は
、
東
京
九
段

松
見
同
裔
会
長
挨
拶

西
在
女
権
長
よ
り
祝
辞

松
見
得
明
同
窓
会
長
は
1
0
月

1
7
日
開
催
の
東
京
石
桜
同
窓
会

に
出
席
し
た
こ
と
、
平
成
7
年

の
母
校
創
立
7
0
周
年
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
石
桜
振
興
会

か
ら
母
校
創
謹
者
の
「
三
田
義

正
伝
」
の
刊
行
が
間
近
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
含
め
て
冒
頭
挨
拶

が
あ
っ
た
。

西
在
家
校
長
は
本
年
4
月
遠

藤
前
校
長
に
代
わ
っ
て
校
長
に

就
任
さ
れ
た
が
、
同
窓
生
各
位

に
は
校
長
就
任
以
来
は
じ
め
て

の
挨
拶
と
あ
っ
て
、
総
会
祝
辞

の
中
で
、
枚
長
就
任
と
し
て
の

挨
拶
も
痴
ね
た
。

遠藤前校長に松見同窓
会長から雷己念晶を贈呈

の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
谷
で
約
9
0

名
の
参
加
者
で
盛
会
だ
っ
た
。

山
中
傾
三
元
校
長
も
来
会
さ

れ
、
松
見
同
窓
会
長
、
西
在
家

校
長
の
ほ
か
同
窓
会
事
務
局
か

ら
中
甜
件
悦
、
佐
藤
正
俊
両
先

生
が
出
席
し
た
。

開
会
の
辞
は
原
章
副
会
長

（
旧
1
8
回
）
、
雪
ノ
浦
弘
会
長
（
旧

1
7
回
）
が
挨
拶
の
あ
と
、
山
中

順
三
元
校
長
、
西
在
家
校
長
、

松
見
同
窓
会
長
の
塀
で
来
賓
と

し
て
挨
拶
。
懇
親
会
に
入
る
前
、

玉
川
大
学
コ
ー
ラ
ス
部
の
特
別

出
演
が
あ
っ
た
。

新
1
2
回
卒
の
国
立
音
楽
大
学

助
教
授
瀬
川
武
君
の
好
意
で
同

署
が
日
頃
指
導
し
て
い
る
玉
川

大
学
の
コ
ー
ラ
ス
部
が
招
か
れ
、

親
し
み
の
も
て
る
数
曲
の
あ
と
、

校
歌
、
応
援
歌
の
合
唱
も
あ
っ

た
。
専
門
家
の
指
導
に
よ
る
校

l 昔年貨 生 徒 募 集 要 項 l

高　 等　 学　 校 中　 学‥　校

推　　　 薦 一　　　 般 －

募　 集　 定　 員 約50名 200名 20名

出　 願　 期　 間 1月8 日（金）
～1月13日㈱

1竺望月芝目㈱ 2月22日（月）
～3月5 日（色事

試　 験　 期　 日 1月18日的） 2月 1日鯛） 3 月7 日（日）

試 ．験　 科　 目 数・英（2科目） 国脚 咲（5科目） 国語・算数

遭　 抜　 方　 法 墓誓鶏 群 芸管菅との齢 鞭 芸雷撃海霧讐陰

合　 格　 発　 表 1月20日㈱ 2月8 日的） 3月11即桐

入学手断 切日 1月27日㈱ 2月18日（桐 3月18日㈱

毎

月

納

付

金

授　 業　 料 16．000円 16，000円 不　 要

施　 設　 費 5．000円 5，000円 1．000円

石桜 会費 700円 700円 700円

P T A 会費 200円 200円 200円

計 21，900円 21．900円 1，900円

◆中学校は授業料を徴収しません。

◆寄宿舎の施設があります。
事務局　 〒020　盛岡市長田町7番60号

℡0196－24－4445㈹

歌
、
応
援
歌
は
極
め
て
新
鮮
で

快
い
刺
激
だ
っ
た
。
収
録
の
テ

ー
プ
が
後
日
事
務
局
へ
送
ら
れ

る
等
な
の
で
利
用
さ
れ
た
い
。

遠
藤
前
校
最
挨
拶

本
年
3
月
で
勇
退
さ
れ
た
遠

藤
前
校
長
は
、
自
分
の
岩
手
中

学
在
学
時
代
の
思
い
出
に
は
じ

ま
り
、
校
舎
建
築
な
ど
、
校
長

と
し
て
在
任
中
の
忘
れ
難
い
思

い
出
の
数
々
な
ど
、
人
生
の
大

半
を
母
校
と
共
に
歩
ん
だ
五
十

有
余
年
を
ふ
り
返
り
、
ま
た
同

学
に
は
必
ず
そ
れ
が
あ
る
。

両
も
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を

も
ち
、
自
尊
の
気
概
さ
え
も

っ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。

「
積
農
」
「
重
昭
」
「
兼
正
」
で

あ
る
。
校
歌
に
は
こ
れ
を
「
神

と
祖
国
と
人
道
」
と
歌
い
、
そ

の
靖
的
象
徴
と
し
て
の
石
割

岩
手
中
・
高
等
学
校
創
立
者

「
三
田
義
正
」
刊
行
に
あ
た
っ
て

定
の
創
立
者
も
な
け
れ
ば
、

従
っ
て
創
立
に
当
た
っ
て
の

建
学
の
精
神
と
い
う
も
の
も

な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
私

石
桜
岡
至
芸
　
枚

本
校
に
つ
い
て
い
う
な
ら

ば
、
創
立
者
は
郷
土
の
偉
人

三
田
義
正
翁
で
あ
り
、
そ
の

建
学
の
精
神
は
三
綱
即
ち

見
　
得
　
明

桜
が
校
章
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

私
達
は
そ
の
牧
童
あ
っ
け
、

機
あ
る
ご
と
折
に
ふ
れ
る
ご

と
に
校
歌
を
歌
い
歌
い
つ
ぎ
、

石
桜
精
神
の
発
揚
に
努
め
自

己
実
現
に
精
進
し
い
た
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
創
立
以
来
七

〇
年
に
及
ん
で
は
、
校
風
継

承
の
中
に
生
か
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
歴
史
性
の
な
か

に
埋
没
し
本
然
の
光
輝
に
浴

す
る
に
遠
さ
感
、
な
き
に
し

も
あ
ら
ず
土
憂
う
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
折
、
翁
の
伝
記
の

刊
行
は
、
改
め
て
岩
手
中
・
高

等
学
校
創
立
の
趣
意
と
そ
の

経
緯
を
詳
ら
か
に
し
、
建
学
の

精
神
を
顕
在
な
ら
し
め
る
こ
と

と
な
り
、
ひ
い
て
は
こ
の
学
び

舎
に
学
び
学
ん
だ
こ
と
の
、
幸

い
と
誇
り
を
喚
起
す
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

窓
会
活
動
が
い
よ
い
よ
盛
ん
な

こ
と
を
祝
し
て
退
任
の
挨
拶
と

し
た
。同

窓
会
決
算
、
予
算
を
響
醜

次
い
で
平
成
3
年
度
同
窓
会

決
算
案
と
4
年
度
予
算
（
別
表
）

が
捷
案
さ
れ
、
説
明
の
あ
と
可

決
し
た
。

一
〇
〇
名
余
の
懇
親
会

懇
親
会
の
席
上
、
栃
内
松
四

郎
同
窓
会
副
会
長
が
、
県
勢
功

労
章
を
受
章
し
た
遠
藤
前
校
長

の
経
歴
を
改
め
て
紹
介
、
松
見

同
窓
会
長
が
同
窓
会
か
ら
の
祝

賀
記
念
品
と
し
て
校
章
の
入
っ

た
木
製
レ
リ
ー
フ
を
遠
藤
前
校

長
に
贈
呈
し
た
。

遠
藤
前
校
長
か
ら
の
謝
辞
の

あ
と
、
下
河
原
善
嗣
郎
同
密
会

副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
懇

親
会
に
入
っ
た
。

そ
の
中
で
、
松
見
得
明
会
長

が
旧
1
3
回
卒
の
大
西
博
君
を
紹

介
。
大
西
君
は
鹿
児
島
大
学
教

授
を
退
官
し
て
本
年
郷
里
盛
岡

に
戻
り
、
去
る
9
月
5
日
母
校

の
石
桜
祭
第
一
日
目
に
体
育
館

で
全
生
徒
を
前
に
講
演
し
た
こ

と
な
ど
を
伝
え
た
。

平 成 4 年 度 同 窓 会 予 算 案 平 成 3 年 度 同 来 会 決 算 報 告

l 撞常部 Ⅰ 経 常部

収入の部 収入 の部

科　　　 目 本年度 予算額 科　　　　 目 決　 算　 額

会　　　　　　 費 1．265 ．000 会　　　　　　 費 1 ．330 ．000

入　　 会　　 金 759 ．000 入　　 会　　 金 798 ．000

捻 全　 会　 券 代 500 ．000 総　 会　 会　 券　 代 590 ．000

利　　　　　　 子 10 ．000 利　　　　　　 子 2 1，201

雑　　 収　　 入 80 ．000 雑　　 収　　 入 12 1．000

繰　　 越　　 金 841 ，118 繰　　 越　　 金 1 ．626 ．498

合　　　　　　 計 3 ．455 ，1 18 合　　　　　　 計 4 ．486 ，69 9
支出の部 支出 の部

会　　 議　　 費 700 ．000 会　　 議　　 費 720 ，551

石 桜 会 補 助 金 300 ．000 石 桜 会 補 助 金 168 ，0 00

印　　 刷　　 費 500 ．000 印　　 刷　　 賢 506 ．245

慶　　 弔　　 費 50 ．000 慶　　 弔　　 費 62 ．567

通　　 信　　 費 400 ．00 0 通　　 信　　 費 347 ．332

事　　 務　　 費 20 ．00 0 事　　 務　　 費 3 ．521

事　 務　 手　 当 60 ，00 0 事　 務　 手　 当 60 ．000

維　　　　　　 賛 300 ．00 0 雑　　　　　　 費 277 ．365
基　 金　 部　 編　 入 500 ，00 0 基　 金　 部　 編　 入 1 ．500 ，000

予　　 備　　 費 625 ．118 予　　 備　　 費 0

合　　　　　　 計 3．455 ，11さ 合　　　　　　 計 3 ．645 ．531

ⅠⅠ 特別会計 （基金部） 11 特 別会計 （基金部）

経 常部 よ り編 入 500 ，00 0 経 常部 よ り編 入 50 0．000

利　　　　　　 子 100 ．00 0 利　　　　　　 子 9 5．413

繰　　 越　　 金 4，337 ．15 1 繰　　 戯　　 金 2 ．74 1．738

合　　　　　　 計 4 ．937 ．151 合　　　　　　 計 4 ．33 7，151

液凡束為こ
こ
数
年
、
必
ず
8
月
に
大

事
件
が
起
き
て
い
る
▽
噸
序
は

も
は
や
定
か
で
は
な
い
が
、
ジ

ャ
ン
ボ
機
が
些
落
し
た
。
潜
水

艦
と
釣
り
舟
が
衝
突
し
た
。
連

続
幼
女
殺
害
犯
が
逮
捕
さ
れ

た
。
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
を

併
合
し
た
。
ソ
連
で
革
命
が
起

こ
っ
た
…
▽
夏
の
甲
子
園
大
会

の
テ
レ
ビ
観
戦
中
に
毎
年
、
こ

れ
ら
の
事
件
が
速
報
で
知
ら
さ

れ
て
き
た
▽
条
件
反
射
で
夏
の

甲
子
園
大
会
中
に
は
必
ず
何
か

が
起
こ
る
と
い
う
予
感
さ
え
持

ち
始
め
て
い
た
▽
今
年
は
何
事

も
な
く
甲
子
園
大
会
も
閉
幕
す

る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
高

校
野
球
そ
の
も
の
に
大
事
件

（
？
）
が
起
こ
っ
た
▽
明
徳
義
塾

が
星
横
の
強
打
者
松
井
を
徹
底

的
に
敬
遠
、
一
点
差
で
逃
げ
切

っ
た
▽
マ
ス
コ
ミ
は
社
会
面
に

ま
で
大
き
く
取
り
上
げ
、
日
本

中
が
突
然
、
教
育
評
論
家
、
ス

ポ
ー
ツ
評
論
家
で
あ
ふ
れ
、
侃
々

謂
々
▽
高
野
連
会
長
も
異
例
の

談
話
を
轟
表
し
、
そ
れ
が
更
に

論
議
を
呼
び
、
明
徳
チ
ー
ム
は

外
出
も
で
き
ず
、
練
習
に
護
衛

が
つ
く
と
い
う
異
常
事
癒
に
ま

で
発
展
し
た
▽
明
徳
の
監
督
は

沈
黙
を
守
っ
て
い
た
が
、
後
白

あ
る
雑
誌
に
そ
の
心
情
を
吐
露

し
た
▽
「
一
人
一
人
の
技
量
は

は
る
か
に
劣
っ
て
い
て
も
、
皆

で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
強
い
相
手

や
困
難
に
も
う
ち
勝
つ
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
教
え

る
の
は
教
育
で
は
な
い
の
で
す

か
？
」
▽
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の

少
年
野
灘
指
導
者
の
言
葉
が
あ

る
▽
「
我
々
が
こ
の
子
達
に
し

て
や
れ
る
こ
と
は
、
こ
ん
な
に

楽
し
い
野
球
を
明
日
も
や
り
た

い
、
あ
さ
っ
て
も
、
5
年
後
、

1
0
年
後
も
や
り
た
い
と
思
わ
せ

る
こ
と
だ
」
▽
学
問
に
王
道
が

な
い
の
と
同
じ
く
、
教
育
に
も

ま
た
王
道
は
な
い
▽
様
々
な
考

え
や
信
念
を
持
っ
た
人
が
様
々

の
方
法
で
、
そ
れ
で
も
若
者
に

気
を
配
る
の
は
社
会
生
酒
を
嘗

抽
鮎
絹
餉
餌
明
紀
晦
棚

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
▽

月星化成株式会社岩手県総代理店
履物総合卸商社

斎 福 商 事 株 式 会 社

岩手県紫波郡矢巾町流通センター南一丁目6－4
T E L　㈹（38）2 1 3 1

いい視力・いつまでも

真創れ水晶堂

〒020t■胃市中のltilTl∋lホ▲tピルI

中　の　櫓　店　　　　　　　　モ盛岡0196（53）3434
サ　ン　ビ　ル　店　　　　　　　　℡盛岡0196（22）9595

■＝■，Iルーム（水▲tピル2F）1さ盛網01，6（53）封35
コンタクトルーム（水▲tビル3F）廿盛粥0196（引）3636

大小御宴会・榊商談等に
御利用下さい。

御食事処
：；：菅 の え ね 支 店

盛岡 市本町 通 l T 日 17 －6

瑠話 22－9346



平成　4　年（1992）12月1日　吹）（2）報会窓同桜石第18号

了
私
が
歩
い
た
道
＼

大
西
博
君
（
旧
1

3
回
生
）

さ
わ
や
か
な
秋
を
迎
え
た
9
月
5
・
6
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
4
5
回
目
の
石
桜
祭

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
初
日
、
大
西
博
君
（
旧
1
3
回
生
）
に
よ
る
剛
濃
が
行
わ
れ
、

感
銘
を
受
け
た
恩
師
の
青
葉
や
研
究
に
対
す
る
情
熱
を
語
り
、

刺
激
を
与
え
た
。

生
徒
た
ち
に
大
き
な

私
は
昭
和
1
3
年
、
本
校
に
入

学
し
て
戦
争
中
の
昭
和
1
8
年
に

卒
業
し
て
後
、
高
校
、
大
学
、

就
職
と
5
0
年
も
の
間
、
こ
の
盛

岡
を
離
れ
て
お
り
ま
し
た
。
5

0

年
も
経
ち
ま
す
と
、
も
う
す
っ

か
り
変
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
で

す
が
、
本
校
は
、
校
舎
は
新
し

く
な
っ
て
た
い
へ
ん
立
派
に
な

っ
て
も
、
私
ど
も
が
仁
王
田
圃

と
い
っ
た
思
い
出
の
多
い
こ
の

土
地
に
、
そ
の
ま
ま
あ
る
。

今
日
は
〝
私
が
歩
い
た
道
″
と

い
う
こ
と
で
「
思
い
つ
く
ま
ま

に
、
感
想
を
交
え
な
が
ら
、
わ

た
し
の
実
際
の
体
験
談
を
お
話

し
し
ょ
う
」
と
思
い
ま
す
。

私
は
社
会
に
出
て
か
ら
、
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
の
野
田
産
業
科
学

研
究
所
と
い
う
と
こ
ろ
で
2
6
年

余
り
、
そ
の
後
、
鹿
児
島
大
学

の
農
学
部
で
1
7
年
余
り
、
終
始
、

応
用
徴
生
物
学
と
い
う
字
間
を

研
究
し
、
ま
た
そ
の
教
育
の
仕

事
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

岩
中
時
代
の
勇
気
と
自
信

私
の
岩
中
時
代
の
校
長
先
生

は
、
佐
々
木
哲
郎
先
生
で
し
た
。

私
が
高
校
受
験
の
時
に
、
恐
る

恐
る
校
長
先
生
に
「
一
高
を
受

験
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
」
と

申
し
上
げ
た
ら
、
先
生
は
即
座

に
「
や
っ
て
み
る
か
」
と
、
こ

う
習
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

は
私
に
と
っ
て
、
非
常
に
強
い

印
象
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
は
戦
争
中
で
、
日

本
も
容
易
な
ち
ぎ
る
時
代
で
し

た
。
学
徒
出
陣
と
い
っ
て
、
大

学
生
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
兵
隊
に

い
く
。
今
で
す
と
受
験
に
失
敗

し
た
っ
て
、
「
予
備
校
に
入
っ
て

や
り
直
せ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
、
気
楽
な
も
の
で
す
が
、
当

時
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

も
し
も
受
験
に
失
敗
す
れ
ば
〝
す

ぐ
兵
隊
に
い
く
″
と
い
う
覚
悟
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で

し
た
。そ

う
い
う
時
に
、
校
長
先
生

は
「
こ
の
際
、
も
っ
と
確
実
に

入
れ
る
よ
う
な
所
に
、
志
望
を

変
え
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
、
一
切
な
か

っ
た
の
で
す
。
私
は
こ
れ
に
よ

っ
て
勇
気
づ
け
ち
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
校
長
先
生
の
次
の
校

長
先
生
は
、
山
中
鱒
二
先
生
で
、

私
は
英
語
を
教
わ
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
独
特
の
系
統
的
な
英

語
の
教
授
法
で
、
非
常
に
分
か

り
が
い
い
。
私
な
ど
は
今
で
も

本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
先
生
は
、
我
々
が
中

学
の
1
年
の
時
か
ら
、
「
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー
」
と
い
う
、
1
枚
の
紙

ベ
ラ
で
す
が
、
週
刊
の
時
事
英

語
新
聞
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
教

科
昏
以
外
に
皆
に
渡
し
て
、
生

き
た
英
語
を
低
学
年
の
こ
ろ
か

ら
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
思
い

出
し
て
み
ま
す
と
r
双
葉
山
と

い
う
相
撲
取
り
が
優
勝
し
た
」

と
か
「
支
部
事
変
で
南
京
が
陥

落
し
て
、
提
灯
行
列
を
し
た
」

と
か
、
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
、

こ
の
中
学
1
年
の
英
語
の
新
開

に
書
い
て
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
際
化
の
時
代

に
な
り
ま
す
と
、
ど
ん
な
仕
事

を
す
る
に
し
て
も
語
学
と
い
う

も
の
は
、
た
い
へ
ん
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
ど
う
か
英
語
だ

け
は
と
百
う
と
叱
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か
り
勉

強
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
思
い
出
さ
れ
る

の
は
漢
文
の
先
生
で
、
竜
沢
良

書
と
い
う
カ
イ
ゼ
ル
ひ
げ
を
生

や
し
た
、
老
大
家
の
風
格
の
あ

る
先
生
の
こ
と
で
す
。
非
常
に

格
調
高
い
講
義
を
な
き
っ
た
。

で
す
か
ら
漢
文
の
力
は
「
私
は

ど
こ
に
も
負
け
な
い
」
と
い
う

ぐ
ら
い
、
自
信
が
つ
い
た
ん
で

す
。
1
年
か
ら
5
年
ま
で
、
同

じ
先
生
に
ず
っ
と
習
っ
た
の
は
、

漢
文
だ
け
で
し
た
。
5
年
ま
で

の
教
科
番
を
、
4
年
生
の
時
に

全
部
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す

ね
。
後
の
1
年
間
は
、
も
っ
と

高
度
の
教
科
杏
を
貿
わ
せ
ま
し

て
、
そ
れ
に
つ
い
て
習
っ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

人
間
形
成
の
基
礎
を
築
く

と
い
う
訳
で
、
背
水
の
陣
で

臨
ん
だ
一
高
の
入
学
試
験
に

も
、
さ
い
わ
い
受
か
っ
た
わ
け

で
す
。
二
両
と
い
う
と
こ
ろ
は

全
寮
制
度
な
ん
で
す
。
全
校
生

徒
が
全
部
、
寄
宿
舎
に
入
る
。

た
と
え
学
校
の
隣
に
自
分
の
家

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
宅
か

ら
通
学
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
。

授
業
時
間
だ
け
で
な
く
、
2
4
時

間
起
居
を
共
に
し
て
、
い
わ
ゆ

る
r
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
」
と

い
う
形
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と

四
六
時
中
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の

者
で
な
い
い
ろ
ん
な
奴
と
も
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
顔
を
合
わ
せ
て

話
し
合
い
を
し
て
い
る
か
ら
、

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
る
し
、

お
互
い
に
鍛
え
上
げ
ら
れ
る
と

い
う
面
が
あ
る
わ
け
で
す
。
い

ろ
ん
な
考
え
方
の
若
い
者
が
学

校
に
入
っ
て
来
る
。
そ
れ
は
非

常
に
い
い
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

個
性
が
逮
う
。
し
か
も
感
受
性

が
豊
か
だ
。
若
い
か
ら
で
す
ね
。

そ
う
い
う
人
が
、
自
分
を
さ
ら

け
出
し
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
、

切
磋
琢
磨
と
い
う
か
、
お
互
い

に
磨
き
を
か
け
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
の
が
ま
さ
に
、
教
育

の
理
想
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

考
え
て
み
る
と
、
私
の
高
校

時
代
は
、
戦
時
中
の
暗
い
時
代

で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

人
間
形
成
の
基
礎
と
い
う
よ
う

な
も
の
は
、
あ
の
時
代
に
、
同

じ
蓋
の
飯
を
食
っ
て
培
わ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

両
校
で
満
足
に
教
室
で
授
業

が
で
き
た
の
は
、
た
っ
た
1
年

間
で
す
。
あ
と
は
茨
城
の
日
立

製
作
所
と
か
、
川
崎
の
三
菱
重

工
業
と
い
う
所
に
、
勤
労
動
員

を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
く
ら

勉
強
を
し
た
く
て
も
、
さ
せ
て

も
ら
え
な
い
時
代
だ
っ
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
場
合
に
、
工
場

の
わ
ず
か
の
休
み
時
間
に
、
岩

波
文
庫
を
食
り
読
む
と
か
、
あ

る
い
は
夜
に
な
る
と
、
寄
宿
舎

に
先
生
が
来
ら
れ
て
、
多
少
の

講
義
を
し
て
く
だ
き
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う

い
う
大
変
な
時
代
で
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
校
長
の
青
葉

当
時
の
校
長
先
生
は
安
倍
能

成
先
生
で
、
哲
学
者
で
し
た
。

先
生
は
常
に
、
「
自
分
自
身
で
飯

を
食
わ
な
け
れ
ば
、
自
分
の
腹

は
き
つ
く
な
ら
な
い
よ
」
と
言

わ
れ
て
お
っ
た
。
他
人
が
い
く

ら
飯
を
食
っ
て
く
れ
て
も
、
自

分
の
ひ
も
じ
さ
は
決
し
て
直
ら

な
い
。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
で

汗
を
流
し
て
、
苦
労
を
し
て
、

物
事
を
習
得
し
な
け
れ
ば
、
本

当
に
身
に
つ
か
な
い
。
社
会
に

出
て
、
あ
な
た
方
も
仕
事
を
し

て
み
る
と
よ
く
分
か
り
ま
す
が
、

学
校
で
ち
ょ
っ
と
試
験
の
た
め

に
勉
強
し
た
な
ん
て
も
の
は
、

す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

私
な
ど
が
実
験
で
自
分
で
苦
労

し
て
や
っ
た
こ
と
は
、
全
部
面

白
い
よ
う
に
体
に
つ
い
て
、
こ

れ
は
も
う
忘
れ
な
い
。
も
う
ひ

と
り
で
に
体
が
動
く
の
で
す
。

も
う
一
つ
、
先
生
が
言
わ
れ

た
こ
と
で
思
い
出
す
の
は
、
中

国
の
書
物
に
r
中
庸
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
r
誠
は
天
の
道

な
り
。
こ
れ
を
誠
に
す
る
は
、

人
の
道
な
り
」
と
轡
い
て
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
の
先
生
の

解
釈
は
「
人
間
の
生
ま
れ
つ
き

と
い
う
も
の
は
、
神
様
が
決
め

て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

一
生
懸
命
努
力
を
し
て
、
そ
れ

を
高
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
人

の
道
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
盛
岡
か
ら
上
京
し
て
高

校
に
入
っ
た
ら
、
周
り
の
奴
は

頭
が
い
い
。
秀
才
に
見
え
て
し

ょ
う
が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

こ
の
安
倍
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
、
生
ま
れ
つ
き
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
ん
で
、
私
の
頭

は
こ
れ
く
ら
い
の
頭
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
自
分
で
努
力

を
し
て
、
そ
の
頭
を
鍛
え
て
い

く
の
は
、
こ
れ
は
各
人
の
問
題

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
大
事
な
こ

と
だ
。
私
も
〝
な
る
ほ
ど
、
そ
う

だ
″
と
思
っ
て
、
今
で
も
先
生
の

言
葉
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
間
は
金
づ
ち
で
は
な
い

高
校
時
代
に
立
沢
先
生
と
い

う
ド
イ
ツ
語
の
先
生
が
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
も
う
強
烈
な
個
性

の
持
ち
主
で
散
々
な
目
に
遭
っ

た
ん
で
す
。

〝
懲
ら
し
め
て
こ
そ
の
教
習
で

あ
る
″
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
と
に
か
く
、
あ
れ
く
ら
い

苛
め
ら
れ
ま
す
と
、
ま
さ
に
い

い
意
味
の
〝
懲
ら
し
め
て
こ
そ
の

教
育
″
で
す
。
「
そ
の
実
が
ま
さ

に
上
が
っ
て
い
る
」
と
百
わ
ざ

る
を
得
な
い
く
ら
い
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
私

の
試
験
が
0
点
だ
っ
た
と
い
う

ん
で
す
。
そ
れ
を
「
5
0
点
に
つ

け
て
お
い
た
か
ら
、
今
度
は
l
0
0

点
満
点
取
っ
て
、
5
0
点
返
し
て

く
れ
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の
先
生
は
、
常
に
「
〝
人
間

は
金
づ
ち
で
は
な
い
″
と
い
う
こ

と
を
侶
ぜ
よ
」
と
冒
う
ん
で
す
。

金
づ
ち
で
す
と
、
水
の
中
に
入

れ
る
と
ブ
タ
ブ
タ
沈
ん
で
し
ま

う
。
そ
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て

こ
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
人
間
は

金
づ
ち
で
は
な
い
ん
だ
か
ら
、

水
に
入
っ
て
も
必
ず
浮
か
ぶ
」

と
。
よ
く
「
で
き
が
悪
く
て
叱

ら
れ
る
時
は
、
思
い
切
っ
て
飛

び
込
ん
で
み
た
ま
え
」
と
言
わ

れ
る
ん
で
す
。

「
思
い
切
っ
て
飛
び
込
ん
で

み
た
ま
え
」
と
は
、
「
〝
人
間
は

金
づ
ち
で
は
な
い
″
と
い
う
こ
と

を
倍
ぜ
よ
」
と
い
う
こ
と
な
ん

で
す
。
要
す
る
に
〝
勇
気
を
出
し

て
物
事
に
挑
戦
し
て
、
努
力
を

す
れ
ば
、
必
ず
成
功
す
る
″
と
い

う
の
が
、
先
生
の
教
え
だ
っ
た

わ
け
で
す
。

酵
母
の
研
究
で
発
見
の
連
続

農
芸
化
学
科
時
代

私
は
食
品
の
製
造
と
か
、
あ

る
い
は
農
産
物
の
加
工
と
い
う

よ
う
な
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
大
学
は
農
学
部
の

農
芸
化
学
科
に
進
み
ま
し
た
。

今
は
、
全
国
の
大
学
の
農
学
部

の
改
革
が
行
わ
れ
、
農
芸
化
学

科
と
い
う
科
の
名
前
は
段
々
消

え
て
き
て
、
応
用
生
物
化
学
科

と
か
生
物
資
源
化
学
科
と
い
う

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
大
学
の
農
芸
化
学
科
の

時
代
は
、
種
な
し
ブ
ド
ウ
に
使

う
ジ
ベ
レ
リ
ン
と
い
う
、
植
物

ホ
ル
モ
ン
の
発
見
で
有
名
な
薮

田
貞
治
郎
先
生
、
住
木
諭
介
先

生
、
あ
る
い
は
醸
造
学
の
大
家

で
、
お
酒
の
先
生
と
し
て
も
有

名
な
坂
口
鰹
一
郎
と
い
う
先
生

が
お
ら
れ
ま
し
た
。
蔽
田
先
生

と
坂
口
先
生
は
、
文
化
勲
章
を

お
貰
い
に
な
っ
た
先
生
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
い
う
方
か
ら
教

わ
っ
た
わ
け
で
す
。

有
機
化
学
の
先
生
で
、
後
藤

格
次
先
生
と
い
う
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
先
生
は
「
知
ら

ざ
る
を
恥
と
せ
ず
。
学
ば
ざ
る

を
恥
と
す
る
」
と
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
「
世

の
中
に
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
れ
を
全
部
覚
え
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
決
し

て
物
知
り
で
あ
る
必
要
は
な
い

ん
だ
。
し
か
し
、
自
分
が
仕
事

を
し
て
い
く
上
に
、
あ
る
い
は

生
き
て
い
く
上
に
必
要
で
あ
る

と
思
っ
た
こ
と
は
、
自
分
で
進

ん
で
そ
れ
を
学
び
取
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
私
も
鹿
児
島
大
学

で
、
自
分
の
教
室
の
連
中
に
は
、

よ
く
言
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
に
入
社
し
て

さ
て
、
私
の
専
門
と
す
る
応

用
微
生
物
学
と
は
ど
う
い
う
学

問
か
と
い
い
ま
す
と
、
微
生
物

全在校生を前に講演をする大西博君

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
糀

カ
ビ
と
か
酵
母
と
か
、
あ
る
い

は
バ
ク
テ
リ
ア
と
い
う
よ
う
な

も
の
の
働
き
を
上
手
に
利
用
し

て
、
そ
れ
を
人
間
の
生
活
に
役

立
た
せ
よ
う
と
い
う
学
問
で
す
。

応
用
微
生
物
学
に
は
、
ど
ん

な
分
野
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、

ま
ず
お
酒
に
し
て
も
、
醤
油
に

し
て
も
、
そ
う
い
う
日
本
古
来

の
伝
統
的
な
醸
造
工
葉
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
今

は
、
い
ろ
ん
な
酵
素
を
微
生
物

で
つ
く
る
。
そ
れ
か
ら
、
化
学

調
味
料
も
微
生
物
の
発
酵
で
つ

く
る
。
そ
れ
か
ら
抗
生
物
質
を

つ
く
る
。
そ
う
い
う
よ
う
な
、

い
わ
ゆ
る
発
酵
工
業
に
関
す
る

も
の
、
そ
れ
か
ら
、
先
端
技
術

と
し
て
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
と
い
っ
た
も
の
も
、
も
ち
ろ

ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
を
出
て
す
ぐ
、
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
に
入
社
し
て
、
野

田
農
業
科
学
研
究
所
と
い
う
と

こ
ろ
に
お
り
ま
し
た
。
「
酵
母
に

よ
っ
て
盛
ん
に
発
酵
し
て
い
な

け
れ
ば
、
お
い
し
い
醤
油
は
で

き
な
い
。
酵
母
の
作
用
が
大
事

な
ん
だ
か
ら
、
酵
母
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
」
と
貰
わ
れ
、
ず

っ
と
そ
う
い
う
関
係
の
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

醤
油
酵
母
と
い
う
の
は
、
醤

油
の
モ
ロ
ミ
の
中
で
盛
ん
に
発

酵
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
中
で

生
育
も
し
ま
す
。
醤
油
と
い
う

の
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
食

塩
が
1
8
％
も
入
っ
て
い
て
塩
辛

い
。
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の

微
生
物
に
と
っ
て
は
、
た
い
へ

ん
に
厳
し
い
環
境
な
わ
け
で
す
。

た
と
え
ば
、
お
酒
の
酵
母
と
か
、

ビ
ー
ル
の
酵
母
を
醤
油
の
中
に

入
れ
る
と
、
み
な
死
ん
で
し
ま

う
。
と
こ
ろ
が
そ
う
い
う
厳
し

い
環
境
で
も
、
そ
れ
に
耐
え
て

生
育
し
、
発
酵
作
用
を
す
る
の

が
醤
油
酵
母
で
あ
り
、
耐
塩
性

酵
母
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

好
塩
性
の
微
生
物

こ
の
他
に
塩
を
好
む
、
好
塩

性
の
微
生
物
も
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
は
ど
う
い
う
故
生
物
か
と

い
う
と
、
水
と
か
海
の
中
に
も

住
め
な
い
。
ど
こ
に
住
ん
で
い

る
か
と
い
う
と
、
死
海
（
デ
ッ

ド
・
シ
ー
）
　
で
す
。
イ
ス
ラ
エ

ル
の
近
く
に
あ
り
、
飛
び
込
ん

で
も
沈
ま
な
い
と
い
う
。
あ
る

い
は
塩
田
。
日
本
に
は
も
う
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
昔
、
塩
田

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で

塩
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
す
。

外
国
に
は
今
も
堀
田
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
い
は
塩
の
魚
な
ど
に

好
塩
性
の
微
生
物
は
い
る
ん
で

す
。
塩
漬
け
と
い
っ
て
も
、
今

は
冷
蔵
庫
も
あ
る
し
、
う
す
塩

の
食
品
も
出
て
い
ま
す
が
、
昔

は
、
塩
の
塊
が
く
っ
つ
い
て
い

る
よ
う
な
塩
迄
の
魚
が
あ
っ
て
、

そ
う
い
う
の
に
い
る
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
中
皮
好
塩
菌
と
高
度

好
塩
菌
と
い
う
の
に
分
か
れ
、

こ
の
中
座
と
い
う
ほ
う
は
、
醤

油
な
ん
か
に
い
る
わ
け
で
す
。

高
度
と
い
う
の
は
、
い
ま
言
っ

た
よ
う
な
塩
田
と
か
塩
湖
に
お

り
ま
す
。
生
命
が
誕
生
し
た
の

は
、
3
5
億
年
前
だ
と
か
、
4
0
億

年
前
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
驚

く
な
か
れ
、
古
細
菌
と
い
う
、

そ
の
こ
ろ
で
き
た
細
菌
で
す
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
方
が
生
物
の

時
間
に
習
わ
れ
る
こ
の
原
核
生

物
と
真
核
生
物
、
そ
う
い
う
二

つ
の
生
物
界
の
ほ
か
に
、
実
は

第
三
の
生
物
界
が
あ
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
好
塩

菌
と
い
う
の
が
、
に
わ
か
に
注

目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
わ
け
で
す
。

一
つ
の
発
見
か
ら
始
ま
っ
た

私
の
仕
事
は
、
醤
油
の
モ
ロ

ミ
の
熟
成
期
間
に
お
け
る
酵
母

の
種
類
と
数
が
ど
の
よ
う
に
移

り
変
わ
る
か
と
い
う
こ
と
を
調

べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
ど
う
す
る
か
と
い

う
と
、
こ
う
い
う
シ
ャ
ー
レ
ー

に
、
寒
天
を
固
め
て
、
醤
油
の

モ
ロ
ミ
を
適
当
に
薄
め
て
巻
く

と
、
酵
母
の
コ
ロ
ニ
ー
が
出
て

き
ま
す
。
こ
れ
を
今
ま
で
の
一

般
の
人
が
使
っ
て
い
た
培
地
を

使
っ
て
や
り
ま
す
と
、
ブ
タ
ブ

タ
発
酵
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
ご
ん
な
に
酵
母
の
数
が
少

な
い
の
か
″
と
思
わ
れ
る
く
ら
い

少
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
1

血
の
モ
ロ
ミ
の
中
に
、
1
0
の
5

乗
、
数
1
0
万
、
多
く
て
も
棚
方

ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
。
「
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
お
か
し

い
ぞ
」
と
い
う
こ
と
で
、
醤
油

の
食
塩
の
濃
度
は
、
さ
っ
き
も
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●
大
西
博
君
嶋
虚

旧
13
回
生
。
卒
業
後
旧

制
一
高
、
東
大
農
学
部
と

進
み
㈱
野
田
瞥
油
壷
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
）
入
社
。
昭

和
3
6
年
、
抗
淋
透
圧
性
酵

母
の
研
究
に
よ
り
、
日
本

農
芸
化
学
賞
受
賞
。
昭
和

49
年
よ
り
鹿
児
島
大
学
農

学
部
教
授
と
な
り
平
成
3

年
に
退
官
、
郷
里
に
戻
る
。

育
っ
た
よ
う
に
1
8
％
で
す
。
こ

れ
を
加
え
た
培
地
を
使
っ
た
ら
、

こ
れ
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
わ

け
で
す
。
数
十
倍
か
ら
百
倍
く

ら
い
も
コ
ロ
ニ
ー
が
出
て
き
た

の
で
す
。

こ
れ
が
、
私
の
駆
け
出
し
時

代
の
一
つ
の
発
見
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
私
の
仕
事
が
進
む
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
発
見

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
、
耐
塩
性
酵
母
と
い
う
も
の

は
、
塩
に
耐
え
る
、
そ
う
い
う

遺
伝
的
な
性
質
は
持
っ
て
い
る

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い

う
耐
塩
性
酵
母
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
食
塩
が
0
の
と
こ
ろ
か
ら
、

急
に
1
8
％
の
と
こ
ろ
に
移
る
、

変
化
す
る
。
あ
る
い
は
1
8
％
の

食
塩
の
環
境
か
ら
突
然
、
食
塩

が
0
の
と
こ
ろ
に
移
さ
れ
た
場

合
は
、
か
な
り
の
ス
ト
レ
ス
を

受
け
る
。
大
部
分
は
参
っ
て
し

ま
う
。
こ
の
耐
塩
性
酵
母
を
取

り
扱
う
場
合
に
、
何
が
一
番
大

事
か
と
い
う
と
〝
食
塩
の
濃
度

を
、
常
に
注
意
し
て
お
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
″
と
い
う
こ
と
を
、

こ
の
簡
単
な
仕
事
か
ら
気
が
付

い
た
わ
け
で
す
。

研
究
者
と
し
て

そ
う
な
る
と
次
は
、
私
は
こ

の
耐
塩
性
酵
母
を
使
っ
て
、
食

塩
の
0
の
と
こ
ろ
と
、
1
8
％
の

食
塩
の
と
こ
ろ
で
、
生
育
と
か
、

発
酵
作
用
に
ど
ん
な
違
い
が
あ

る
か
、
と
い
う
こ
と
を
調
べ
よ

う
と
思
い
、
そ
れ
を
い
ろ
ん
な

項
目
に
つ
い
て
、
詳
し
く
調
べ

た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
面

白
い
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と

が
見
つ
か
っ
て
き
た
。
今
ま
で

知
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
い
ろ

い
ろ
見
つ
か
っ
て
き
て
、
学
術

論
文
に
ど
ん
ど
ん
載
り
ま
す
し
、

そ
れ
が
学
会
で
認
め
ら
れ
て
、

農
芸
化
学
賞
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。

私
が
あ
な
た
方
に
申
し
上
げ

た
い
の
は
、
「
い
つ
も
同
じ
方
向

か
ら
も
の
を
見
て
い
る
け
れ
ど

も
（
私
も
そ
う
で
す
が
）
、
ち
ょ

っ
と
角
度
を
違
え
て
見
た
だ
け

で
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
も

の
が
見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
ん
だ
。
そ
し
て
そ
れ
が
、

案
外
大
事
な
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
開
け
て

く
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
私
は
昭
和
3
8
年
に
、

カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
リ
サ
ー
チ
・
カ
ウ
ン
セ
ル

と
い
う
国
立
の
研
究
所
に
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ギ
ポ
ン
ス

先
生
と
い
う
、
世
界
で
一
番
の

好
塩
菌
の
学
者
か
ら
、
私
が
学

ん
だ
こ
と
は
、
実
験
の
技
術
と

い
う
よ
う
な
も
の
よ
り
も
、
む

し
ろ
研
究
者
の
態
度
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
し
た
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま

す
と
、
日
本
人
と
い
う
の
は
、

得
て
し
て
そ
う
で
す
が
、
外
国

の
人
の
た
い
へ
ん
摩
れ
た
論
文

を
読
む
と
そ
れ
を
真
似
し
て
み

た
い
よ
う
な
気
が
起
こ
り
、
私

も
ち
ょ
っ
と
人
の
論
文
と
似
通

っ
た
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
、
ギ
ポ
ン
ス
先

生
に
言
っ
た
と
こ
ろ
が
、
「
オ
ー

ル
・
レ
デ
ィ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
だ
と
冒
う
ん
で
す
ね
。
「
そ

れ
は
も
う
ほ
か
の
奴
が
、
す
で

に
研
究
し
て
分
か
っ
て
い
る
こ

と
だ
。
そ
ん
な
も
の
を
や
る
奴

が
あ
る
か
」
と
言
っ
て
、
も
う

全
然
話
に
乗
ら
な
い
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
先
生
は
〝
常
に
独
創

的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
仕
事

に
な
ら
な
い
″
と
い
う
考
え
方
で

す
の
で
、
私
も
〝
や
は
り
我
々
の

世
界
で
は
、
独
創
性
と
い
う
こ

と
が
一
番
大
事
な
ん
だ
″
と
い
う

こ
と
を
、
よ
く
教
え
ら
れ
た
わ

け
で
す
。
2
年
間
オ
タ
ワ
に
お

り
、
そ
の
後
、
鹿
児
島
大
学
に

ま
い
っ
た
の
で
す
が
、
鹿
児
島

大
学
で
は
、
主
に
こ
の
好
塩
菌

の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

や
っ
て
み
ま
す
と
、
好
塩
菌

も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
れ
が
段
々
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
か
中
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
に

客
員
教
授
な
ど
で
呼
ば
れ
て
出

掛
け
た
り
し
ま
し
た
。
一
昨
年

は
、
ス
ペ
イ
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

微
生
物
学
会
連
合
の
国
際
学
会

に
招
待
講
演
を
頼
ま
れ
、
バ
イ

オ
・
リ
ア
ク
タ
ー
を
使
っ
た
、

好
塩
菌
の
利
用
面
の
こ
と
を
お

話
し
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
私
と
し
て
は
、
研
究

者
と
い
う
仕
事
が
よ
か
っ
た
ん

だ
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

醤
油
は
先
祖
の
大
発
明

醤
油
の
起
源
は
数
千
年
前

で
は
、
″
醤
油
の
起
源
″
と
い

う
よ
う
な
お
話
を
、
ち
ょ
っ
と

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

醤
油
の
起
源
を
辿
っ
て
み
る

と
、
ど
う
も
中
国
の
〝
シ
ョ
ウ
″

と
い
う
こ
と
に
い
き
つ
く
よ
う

で
す
。
魚
の
肉
で
も
、
家
畜
の

肉
で
も
、
塩
漬
け
に
し
て
お
く

と
長
持
ち
す
る
。
そ
れ
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
、
か
え
っ
て
お
い
し

く
な
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
に
気
が
付
い
て
、
中
国
で

は
赦
千
年
の
昔
に
、
こ
の
シ
ョ

ウ
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
。

中
国
の
周
の
王
朝
時
代
の
制

度
や
、
儀
礼
を
記
し
た
r
周
礼
」

と
い
う
書
物
に
シ
ョ
ウ
と
い
う

記
載
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
ョ

ウ
と
い
う
の
は
、
獣
の
肉
と
か

魚
の
肉
を
、
粟
の
椛
と
混
ぜ
る
。

そ
れ
に
さ
ら
に
塩
を
加
え
て
〝
美

酒
″
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
い
し

い
お
酒
を
混
ぜ
て
r
壷
で
漬
け

込
む
こ
と
畑
日
に
し
て
成
る
】

つ
ま
り
「
壷
に
畑
日
間
漬
け
て

お
く
と
、
こ
の
シ
ョ
ウ
と
い
う

も
の
が
出
来
上
が
る
」
と
書
い

て
あ
る
。
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、

こ
の
シ
ョ
ウ
と
い
う
の
は
動
物

性
の
も
の
が
原
料
で
、
大
豆
な

ど
を
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

獣
の
肉
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
シ
ョ
ウ
と
い
う
の
は
、

た
い
へ
ん
に
お
い
し
い
も
の
で
、

日
常
の
食
膳
に
は
欠
か
せ
な
か

っ
た
ら
し
く
、
孔
子
様
も
r
そ

の
シ
ョ
ウ
を
い
ざ
れ
ば
、
食
ら

わ
ず
J
　
－
　
「
シ
ョ
ウ
が
な
け

れ
ば
食
べ
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
シ
ョ
ウ
が
、
周

の
時
代
に
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
時
代
が
下
っ
て
、

漠
の
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
シ

ョ
ウ
が
肉
だ
け
で
な
く
て
、
大

豆
を
使
っ
て
シ
ョ
ウ
を
つ
く
る
。

で
す
か
ら
、
こ
の
漠
の
時
代
の

ト
ー
シ
ョ
ウ
と
い
う
の
は
、
大

豆
に
穀
類
の
椛
を
加
え
て
、
塩

を
加
え
て
つ
く
る
の
で
す
。
こ

こ
で
初
め
て
植
物
性
の
シ
ョ
ウ

が
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
が
醤
油
と
味
噌
の
ル
ー
ツ

に
関
し
て
い
る
よ
う
で
、
私
の

恩
師
の
坂
口
先
生
の
学
説
に
よ

る
と
、
こ
の
漢
の
時
代
に
、
シ

ョ
ウ
が
こ
の
よ
う
に
増
え
た
。

多
目
的
な
調
味
料
と
し
て

そ
の
他
に
、
日
本
読
み
に
す

る
と
、
イ
シ
オ
と
読
み
、
こ
っ

ち
は
か
か
と
読
む
ん
で
す
が
、

シ
ョ
ウ
の
他
に
シ
と
い
う
も
の

が
出
て
き
た
。
こ
の
シ
と
い
う

の
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う

と
、
大
豆
を
煮
て
、
そ
れ
を
椛

に
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
大
豆

の
椛
。
シ
ョ
ウ
と
い
う
の
は
、

大
豆
は
煮
て
、
別
に
置
い
て
、

そ
れ
に
粟
と
か
穀
類
の
椛
を
加

え
て
つ
く
る
ん
で
す
が
、
こ
っ

ち
は
豆
だ
け
。
豆
全
部
を
椛
に

し
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
そ
し
て
垣

と
混
ぜ
て
つ
く
る
。

シ
の
ほ
う
は
ど
う
い
う
こ
と

に
な
る
か
と
い
う
と
、
全
部
を

椛
に
す
る
も
ん
で
す
か
ら
、
蛋

白
な
ど
の
分
解
も
よ
く
、
味
が

い
い
わ
け
で
す
；
調
味
料
と
し

て
は
、
ど
う
も
こ
の
シ
の
ほ
う

が
お
い
し
そ
う
だ
″
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

実
際
の
使
い
方
を
見
る
と
、

シ
ョ
ウ
は
今
の
日
本
風
に
貰
う

と
、
ソ
ー
ス
の
よ
う
に
食
べ
物

に
か
け
て
食
べ
る
。
シ
は
、
水

を
加
え
て
シ
ジ
ル
と
し
て
、
煮

物
用
と
か
味
付
け
用
に
使
っ
て

い
ま
し
た
。

シ
ョ
ウ
と
い
う
の
は
、
豆
を

煮
て
、
そ
れ
に
穀
類
の
椛
を
加

え
て
つ
く
る
。
日
本
の
味
噌
の

つ
く
り
方
が
今
も
そ
う
な
ん
で

す
ね
。
大
豆
を
煮
る
。
コ
メ
の

椛
と
か
、
あ
る
い
は
麦
の
椛
、

そ
う
い
う
も
の
を
加
え
て
つ
く

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
シ
ョ
ウ

や
ヒ
シ
ュ
ウ
の
ほ
う
が
、
い
ま

我
々
の
使
っ
て
い
る
味
吋
の
ル

ー
ツ
だ
。

そ
れ
に
対
し
て
シ
の
ほ
う
は
、

煮
た
豆
を
全
部
椛
に
し
て
し
ま

う
わ
け
で
す
か
ら
、
今
の
醤
油

の
ル
ー
ツ
だ
。
今
の
醤
油
は
、

こ
れ
か
ら
申
し
上
げ
る
よ
う
に

ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
す
が
、
材

料
全
体
を
椛
に
し
て
し
ま
う
と

い
う
点
が
、
た
い
へ
ん
違
っ
て

い
る
と
い
う
か
、
面
白
い
と
こ

ろ
で
す
。
名
古
屋
地
方
に
あ
る

タ
マ
リ
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
、

今
も
名
残
と
し
て
あ
り
ま
す
。

日
本
の
醤
油
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

き
て
、
こ
う
し
て
漢
の
時
代

に
、
発
酵
調
味
料
が
い
ろ
い
ろ

分
か
れ
て
、
今
日
の
そ
う
い
う

食
品
の
基
礎
が
出
来
上
が
り
、

そ
れ
か
ら
日
本
や
朝
鮮
に
伝
わ

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

日
本
に
は
こ
う
い
う
も
の
が
、

奈
良
時
代
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
う

い
う
形
で
今
日
の
よ
う
な
醤
油

に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
醤
油
と

い
う
名
前
が
文
献
に
初
め
て
出

て
く
る
の
は
室
町
時
代
の
こ
と

で
、
名
前
だ
け
で
な
く
、
作
り

方
ま
で
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
あ
る

の
は
、
江
戸
時
代
の
元
禄
前
後

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ

ろ
に
な
る
と
、
い
ま
日
本
の
醤

油
業
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
お

う
ち
は
、
大
概
、
仕
事
を
始
め

ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

初
め
は
、
豆
を
全
部
椛
に
し

て
、
そ
し
て
仕
込
ん
で
醤
油
が

で
き
て
い
た
。
つ
ま
り
、
垂
れ

て
く
る
汁
な
ど
を
取
っ
て
使
っ

て
い
た
。
今
で
い
う
タ
マ
リ
醤

油
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
そ

れ
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、

大
豆
の
ほ
か
に
、
小
麦
も
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
、
「
そ
う

す
る
と
一
番
お
い
し
い
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
大
豆
と
小
麦

を
半
々
に
使
っ
て
、
そ
れ
を
椛

に
し
て
仕
込
む
。
小
麦
が
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
澱
粉
質
が
入

る
の
で
、
糀
カ
ど
や
酵
母
や
バ

ク
テ
リ
ア
の
分
解
作
用
と
か
、

発
酵
作
用
を
受
け
て
、
お
い
し

く
な
る
こ
と
は
分
か
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
が
実
は
、
我
々
の
先

祖
の
非
常
に
優
れ
た
発
明
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

「
日
本
の
科
学
技
術
に
は
、

ど
う
も
独
創
性
が
な
い
」
「
何
で

も
外
国
の
其
似
ぽ
っ
か
り
し
て

い
る
」
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
ま
雷
い
ま
し

た
よ
う
に
、
元
を
正
せ
ば
、
醤

油
と
い
う
も
の
は
中
国
由
来
の

も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
を
我
々
の
先
祖
が
、
た
だ
そ

の
ま
ま
真
似
を
し
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
て
、
日
本
の
風
土
に

合
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
上
手

に
つ
く
り
変
え
た
。
そ
し
て
今

や
、
醤
油
は
日
本
の
特
産
品
と

い
う
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
と
ま

で
い
え
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ

た
。
こ
れ
な
ど
は
、
我
々
の
先

祖
の
大
き
な
発
明
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

「
後
世
お
そ
る
べ
し
」
′
の
願
い

松
下
幸
之
助
さ
ん
が
、
成
人

式
の
お
祝
い
の
時
に
「
自
分
の

全
都
の
物
を
投
げ
捨
て
て
も
い

い
か
ら
、
若
さ
と
取
り
替
え
た

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
て
若
い
皆
さ
ん
の
前
に
立
つ

と
、
私
も
全
く
同
じ
考
え
に
な

り
ま
す
。
学
校
の
教
師
を
し
て

お
り
ま
す
と
、
孔
子
様
の
い
う

「
後
世
お
そ
る
べ
し
」
と
い
う
こ

と
が
、
本
当
に
そ
う
あ
っ
て
ほ

し
い
。
「
後
を
継
ぐ
者
が
、
も
っ

と
も
っ
と
立
派
に
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
思
う
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
も
大
事
な
若
さ
と
青

春
で
す
の
で
、
そ
れ
を
卑
し
く

も
、
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
い
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か

り
勉
励
し
て
ほ
し
い
と
廟
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

百
楔
振
興
会
か
ら
の

奨
励
対
濠

平
成
1
年
度
の
石
桜
振
興
会

奨
励
対
象
は
次
の
7
団
休
1
個

人
と
決
ま
り
、
1
1
月
1
2
日
校
長

室
に
お
い
て
松
見
振
興
会
長
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
褒
賞
金
が
授

与
さ
れ
た
。

●
軟
式
庭
球
部

市
民
休
優
勝
　
新
人
戦
・
ジ

ュ
ニ
ア
選
抜
上
位
入
賞

●
水
泳
部

高
総
体
・
市
民
体
・
県
民
体
・

新
人
戦
上
位
入
賞

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

高
総
体
三
位

●
野
球
部

秋
の
県
大
会
に
出
場
（
6
年

ぶ
り
）

●
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

県
選
手
権
優
勝
　
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場

＼
t
．
i
∴
‥

2年連続で特賞を受賞した
方汝見君の作品rJ臼rok山

●
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

新
人
戦
・
県
ジ
ュ
ニ
ア
・
東

北
ジ
ュ
ニ
ア
上
位
入
賞
　
中
学

校
大
会
優
勝

●
物
理
部

「
科
学
の
祭
典
」
出
演
　
火

の
玉
実
験

●
方
浪
見
将
人
（
3
F
）

高
文
祭
美
工
部
門
（
立
体
部

門
）
特
賞
「
l
弓
．
〇
k
u
」

団
体
の
部

〈
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
）

・
第
4
4
回
高
総
体
　
琴
二
位

〈
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
）

・
第
41
回
高
総
体

・
第
2
5
回
県
民
体

・
第
2
8
回
新
人
大
会

優優健

勝勝膠

個
人
の
部

（
テ
ニ
ス
）

畑
中
等
倍
（
3
甲
）

・
第
13
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
場
歳
以
下
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

屯
野
正
幸
T
D
）

・
第
1
3
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
16
歳
以
下
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
第
二
位

贈
中
・
亀
野
組

・
第
1
3
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
1
6
歳
以
下
男

子
ダ
ブ
ル
ス
健
勝

・
第
1
4
回
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
16
歳
以
下

男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
三
位

（
畑
中
は
1

2
月
に
ア
メ
リ
カ
・
フ

ロ
リ
ダ
州
の
ハ
リ
ー
ホ
ッ
プ
マ

ン
テ
ニ
ス
キ
ャ
ン
プ
に
派
遣
さ

れ
る
予
定
）

（
水
　
泳
）

若
沢
英
領
（
3
C
）

・
第
4
4
回
高
総
体
l
仙
m
平
泳

第
二
位

庭
　
真
一
（
1
E
）

・
第
4
4
回
県
民
体
棚
m
個
人
メ

ド
レ
ー
　
　
　
　
　
第
三
位

中
沢
英
人
（
1
D
）

長
岡
真
髄
（
1
C
）

村
谷
成
基
（
1
C
）

庭
　
其
一
T
E
）

・
第
44
回
県
民
体
刑
m
リ
レ
ー

第
三
位

・
第
4
4
回
県
民
体
棚
m
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
第
二
位

0
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

全
国
高
文
祭
沖
縄
大
会
出
場

記
念
パ
レ
ー
ド
、
マ
ー
チ
ン

グ
発
表

○
義
正
部

第
1
5
回
岩
手
県
高
文
祭
（
書

道
部
門
二
二
名
入
選

肉　の　デパ　ート

丸　　　　　 岩
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三
十
年
ず
つ
の

日
本
と
ア
メ
リ
カ

牟
岐
鹿
楼
至
旧
1
6
回
生
）

●
牟
岐
鹿
癒
着
略
歴

旧
1
6
回
生
。
昭
和
2
0
年

卒
業
後
、
慶
応
大
学
工
学

部
に
進
み
、
そ
の
後
助
教

授
と
な
る
。
昭
和
4
0
年
か

ら
米
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
工
学
部
教
授
と
し
て

渡
米
。
弾
性
理
論
の
世
界

的
権
威
と
し
て
有
名
。

前
出
の
大
西
博
肴
に
続
き
、
1
0
月
2
日
に
は
牟
岐
虚
横
雲
旧
1
6
回
生
）
が
本

校
を
訪
れ
、
麟
濃
を
行
っ
た
。
同
君
は
在
学
中
の
思
い
出
や
ア
メ
リ
カ
で
の
体

験
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
り
、
生
徒
た
ち
は
興
味
潔
く
耳
を
傾
け
て
い
た
。

着
手
山
豊
山

ア
メ
リ
カ
の
中
華
料
理
の
中

で
、
一
番
売
れ
る
料
理
に
チ
ャ

プ
ス
イ
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

漢
字
で
書
く
と
「
雑
炊
」
。
私
が

ア
メ
リ
カ
灯
い
た
撃
一
十
年
と
、

日
本
で
の
三
十
年
を
チ
ャ
プ
ス

イ
の
材
料
に
し
て
今
日
の
私
の
・

話
に
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思

い
ま
す
。

岩
中
の
頃
、
楽
し
く
記
憶
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
岩
手
山
の

登
山
で
す
。
御
来
迎
を
拝
ん
で

戻
っ
て
く
る
だ
け
な
の
で
す
が
、

山
の
気
に
触
れ
て
、
非
常
に
楽

し
い
経
験
で
し
た
。
今
、
宮
沢
賢

治
の
本
を
読
ん
で
わ
か
っ
た
よ

う
な
気
に
な
る
の
も
、
岩
手
山

登
山
の
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

福
沢
諭
吉
が
r
文
明
論
の
概

略
】
と
い
う
本
の
中
で
「
文
明

と
は
人
の
知
徳
で
あ
る
」
と
育

っ
て
い
ま
す
。
知
徳
の
〝
知
″
と

は
、
一
歩
一
歩
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
知
徳
の
″
徳
″
に
つ
い
て
は

「
徳
義
教
え
難
く
、
亦
学
び
難

し
、
或
は
一
心
の
工
夫
に
て
頓

に
進
退
す
る
こ
と
あ
る
も
の
」

と
育
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
徳
義
、

美
綺
で
言
え
ば
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー

は
、
教
え
る
こ
と
も
学
ぶ
こ
と

も
難
し
い
。
た
だ
、
自
分
の
工

夫
で
長
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ

た
り
す
る
と
。

同
じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
諺

に
「
馬
を
水
襟
に
連
れ
て
行
く

こ
と
は
出
来
る
け
れ
ど
も
、
馬

に
水
を
飲
ま
せ
る
こ
と
は
出
来

な
い
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

馬
は
の
ど
が
渇
い
て
い
れ
ば
飲

む
で
し
ょ
う
が
、
の
ど
が
渇
い

て
い
な
け
れ
ば
飲
ま
な
い
わ
け

で
す
。
結
局
、
徳
義
と
か
モ
ラ

ル
と
い
っ
た
品
性
を
良
く
し
て

い
く
方
法
は
、
自
分
の
努
力
し

か
な
い
と
い
う
。
た
だ
、
ま
わ

り
の
人
が
で
き
る
の
は
良
い
環

境
を
つ
く
っ
て
や
る
、
水
際
に

連
れ
て
行
っ
て
や
る
こ
と
だ
け
。

飲
む
か
飲
ま
な
い
か
は
本
人
次

第
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
昔
の
岩
中
の
岩
手
山
登
山

と
い
う
の
は
、
私
ど
も
を
水
際

に
連
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

飲
め
る
こ
と
が
で
き
た
人
は
情

操
と
か
知
徳
を
伸
ば
す
役
に
立

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

故
戸
嶋
正
夫
先
生
を
悼
む

新
17
回
生

伊
藤
勢
至

昭
和
川
年
本
校
に
柵
任
以
来
、
在
職
的
年
、
昭
和
弱
年
に
退
職
さ
れ
た
戸
嶋

正
夫
先
生
が
平
成
4
年
3
月
2
日
、
盛
岡
市
内
丸
病
院
で
要
さ
れ
た
。
享
年

7
9
線
。
左
は
卒
巣
生
代
表
の
弔
電
で
あ
る
。

故
戸
嶋
正
夫
先
生
略
歴

旧
2
回
生
。
日
本
体
育
専
門
学
校

（
壌
日
体
大
）
卒
業
後
、
昭
和
l

O
年

本
校
曽
任
、
昭
和
嶋
年
数
頭
数
任
．

昭
和
甜
年
に
遺
徽
さ
れ
る
ま
で
膿
体

撫
協
会
会
長
、
県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
金

良
、
莞
体
遵
理
事
長
な
ど
を
歴
任
、

本
県
体
育
界
の
重
義
で
あ
っ
た
。

平
成
4
年
3
月
2
日
、
逝
去
。

人
生
最
高
の
恩
師
、
戸
嶋
正

夫
先
生
の
御
逝
去
を
悼
み
、
慎

ん
で
御
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
し
日
の
先
生
か
ら
厳
し

く
、
そ
し
て
慈
愛
あ
ふ
れ
る
御

薫
陶
を
戴
き
ま
し
た
御
陰
で
、

私
の
今
日
が
あ
る
も
の
と
、
い

つ
も
深
く
、
深
く
、
感
謝
を
い
た

し
て
お
り
ま
し
た
。
高
校
三
年

川
㍑
摘
盛
縞
銅

が
卒
業
で
き
ま
し
た
の
も
、
全

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
、

先
生
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し

て
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
右
横

精
神
を
、
終
生
の
礁
郎
ビ
し

て
宮
古
の
場
で
貫
き
通
す
こ

と
を
御
約
束
し
、
大
変
悔
や

し
く
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、

御
別
れ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
愛
の
奥
様
と
、
御
家
族

は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
教
え

子
一
同
の
将
来
も
、
ど
う
ぞ

お
見
守
り
下
さ
い
。

て
錯
稲
畑
翳
鋸
艶
ゆ
指
摘
詳
鴇

ア
メ
リ
カ
へ

四
年
生
に
な
っ
て
岩
中
勤
労

隊
で
、
お
国
の
た
め
に
横
浜
の

三
菱
重
工
業
へ
魚
雷
艇
の
エ
ン

ジ
ン
を
作
り
に
行
っ
た
時
、
空

襲
に
遭
っ
て
焼
け
出
さ
れ
ま
し

た
。
全
員
、
着
の
身
着
の
ま
ま

で
理
事
長
の
お
宅
に
連
れ
て
行

か
れ
（
現
理
事
長
の
お
祖
父
さ

ん
で
す
二
二
十
人
く
ら
い
で
し

た
が
、
ス
ス
だ
ら
け
の
私
ど
も

を
風
呂
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

白
い
ご
飯
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ

て
、
そ
の
晩
は
そ
こ
に
泊
め
て

い
た
だ
い
て
次
の
日
に
岩
手
に

帰
っ
て
来
ま
し
た
。
私
の
親
父

が
岩
中
の
先
生
を
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
空
襲
の
後
、
理
事

長
の
と
こ
ろ
に
挨
拶
に
伺
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
東
京
は

空
襲
で
大
変
な
の
で
結
局
、
理

事
長
は
「
ど
う
せ
、
焼
け
る
か

も
知
れ
な
い
か
ら
、
着
の
身
着

の
ま
ま
で
、
と
に
か
く
家
に
来

い
」
と
い
う
わ
け
で
、
理
事
長

の
お
宅
に
お
邪
魔
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
何
と
予
科
、
学
部
、

大
学
、
大
学
院
と
約
十
年
そ
の

ま
ま
、
着
の
身
着
の
ま
ま
の
状

態
で
お
世
顔
に
な
っ
て
、
学
位

論
文
も
そ
こ
で
書
い
て
、
私
ど

も
の
分
野
で
第
一
人
者
の
と
こ

ろ
に
論
文
を
送
っ
て
研
究
者
と

し
て
行
け
る
か
と
問
い
合
わ
せ

を
出
し
た
と
こ
ろ
、
「
ま
あ
、
来

い
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
五

八
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
ア
メ
リ

カ
東
海
岸
の
フ
ロ
ー
テ
ン
ス
に

あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
応
用
数
学
の
勉
強
を

し
た
わ
け
で
す
。

自
借
と
い
う
も
の

行
っ
た
当
時
、
ア
メ
リ
カ
人

は
第
二
次
世
界
大
戦
に
勝
っ
て

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
い

う
自
信
を
持
っ
て
、
非
常
に
親

切
で
し
た
が
、
人
種
差
別
は
は

っ
き
り
し
て
い
ま
し
た
。
黒
人

間
環
を
「
イ
コ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・

セ
バ
レ
イ
テ
ィ
ド
」
－
平
等
だ

け
れ
ど
も
分
離
さ
れ
て
い
る
、

と
。
首
い
駅
で
す
ね
。
私
も
白

人
社
会
の
中
に
い
た
の
で
、
不

思
議
と
も
思
わ
な
か
っ
た
も
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
〇
年
、

マ
ー
ニ
ア
ィ
・
ル
ー
・
キ
ン
グ
が

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
大
行
進
痘
し

て
、
公
民
権
運
動
の
火
ぶ
た
を

切
っ
た
。
黒
人
だ
け
が
苦
し
ん

で
、
白
人
が
全
然
知
ら
ず
に
い

た
時
代
と
、
い
ろ
い
ろ
混
ざ
り

合
っ
て
知
り
合
お
う
と
し
た
時

代
と
両
方
見
た
わ
け
で
す
。
私

が
こ
こ
で
思
っ
た
の
は
、
形
が

先
で
心
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
様
々
な
公

民
権
運
動
の
結
果
、
法
律
が
で

き
て
、
そ
れ
で
黒
人
の
が
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
進
め
る
よ
う
に

な
っ
た
し
、
い
い
黒
人
の
人
に

も
目
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
私

に
も
、
ひ
と
り
黒
人
の
学
生
さ

ん
が
い
ま
す
が
、
彼
を
見
て
い

る
と
、
白
人
に
対
す
る
引
け
目

は
全
然
な
い
し
、
日
付
を
持
っ

て
や
っ
て
い
ま
す
。

〝
非
常
に
安
全
な
投
資
一

チ
ャ
プ
ス
イ
の
材
料
と
し
て

福
沢
諭
吉
か
ら
レ
イ
モ
ン
ド
・

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
ま
で
、
ず
い
ぶ

ん
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
勉
強
し

て
い
く
上
で
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
自
分
の
進
路
は
自
分
自
身

で
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
自
分

の
能
力
と
比
べ
て
決
め
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
他
の
人
と
比
べ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
次
に
大
切
な
こ
と

は
、
誉
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
ね
。

先
生
は
な
か
な
か
誉
め
て
く
れ

な
い
の
で
、
自
分
で
自
分
を
誉

め
る
く
せ
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

た
だ
、
自
分
を
一
生
懸
命
誉

め
る
の
は
大
切
だ
け
れ
ど
も
、

尊
大
に
な
っ
た
り
自
分
が
偉
い

と
思
う
の
は
逆
効
果
で
、
そ
ん

な
こ
と
を
す
る
と
自
分
を
不
幸

に
し
て
、
周
り
も
不
幸
に
す
る

わ
け
で
す
。
た
い
て
い
の
場
合

自
分
の
不
幸
に
は
気
が
つ
い
て

い
な
い
よ
う
で
す
が
、
と
も
か

く
自
分
が
他
の
人
よ
り
偉
い
と

い
う
こ
と
は
、
絶
対
思
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
今
勉
強
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識

に
幅
や
深
さ
を
加
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
流
に
言

え
ば
．
非
常
に
安
全
な
投
資
″

と
い
う
わ
け
で
す
の
で
、
楽
し

く
勉
強
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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材育成と果断の事業家

石桜振興会から近々刊行

母
校
創
立
者
で
あ
る
三
田
義

正
翁
の
生
涯
を
措
い
た
連
載
が

「
盛
岡
タ
イ
ム
ス
」
紙
上
で
は
じ

ま
っ
た
の
は
、
昨
年
5
月
か
ら

で
あ
る
。
週
二
回
の
ベ
ー
ス
で

続
け
ら
れ
、
本
年
6
月
第
百
回

余
で
完
結
を
み
た
。
連
載
中
郷

土
史
家
を
は
じ
め
、
各
方
面
の

読
者
か
ら
読
後
感
や
励
ま
し
の

電
話
が
盛
岡
タ
イ
ム
ス
社
の
筆

者
藤
井
茂
氏
に
寄
せ
ら
れ
た
。

義
正
儀
の
実
弟
、
岩
手
医
書

創
設
者
三
田
俊
次
郎
氏
に
つ
い

て
は
す
で
に
研
究
義
的
な
著
書

も
出
て
い
る
が
、
三
田
義
正
翁

に
つ
い
て
は
「
石
桜
五
十
年
史
」

に
記
述
さ
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
、

ま
と
ま
っ
た
も
の
は
皆
無
で
あ

っ
た
。母

校
関
係
者
の
中
に
は
数
十

年
前
か
ら
そ
の
人
物
蝕
に
つ
い

て
の
研
究
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
が
、
昭
和
6
2
年
、
石
桜

振
興
会
の
中
に
、
「
三
田
義
正
翁

を
語
る
会
」
が
正
式
に
発
足
し

た
。
会
長
は
旧
1
3
回
卒
の
牟
岐

栢
楼
氏
で
あ
る
。

以
来
翁
の
響
咳
に
接
し
た
人

人
の
思
い
出
を
聞
き
、
事
蹟
を

調
べ
、
紀
録
を
重
ね
る
た
め
の

会
合
が
年
二
、
三
度
ず
つ
続
け

平
成
四
年

，
石
亀
妄
会
薪
1
2
回
生
同

期
会
）
1
月
3
日
佐
善
に
て

西
在
家
教
頭
（
当
時
）
を
迎
え
、

約
4
0
人
の
盛
会
。

●
軟
式
庭
球
節
0
8
金
1
月

1
日
山
留
に
て
、
村
上
先
生

の
高
体
連
表
彰
、
県
体
協
表
彰

祝
賀
会
を
兼
ね
て
4
2
名
が
集

う
。

●
旧
1
8
回
生
同
期
会
5
月
3
0

日
大
清
水
多
賀
に
て
、
西
在

家
校
長
を
招
き
4
0
名
の
盛
会
。

●
桜
泳
会
（
水
泳
部
0
8
会
）

6
月
2
0
日
ヴ
ィ
ラ
加
賀
野
に

て
、
プ
ー
ル
開
き
に
3
0
人
参
加
。

菊
池
健
先
生
、
遠
藤
（
雷
）
先
生

出
席
。

●
桜
球
会
（
野
球
部
0
8
会
）

6
月
2
4
日
初
駒
に
て
、
中
産

敷
監
督
、
本
館
コ
ー
チ
を
囲
み

約
40
名
参
加
。
．
今
後
の
結
束
を

誓
う
。

●
軟
式
庭
球
部
O
B
会
8
月

1
日
山
留
に
て
1
5
人
参
加
。

未
先
生
出
席
。

●
剣
道
郡
O
B
会
8
月
1
日

ま
る
岩
に
て
、
工
藤
先
生
、
現

役
部
員
7
名
を
囲
み
、
O
B
約

2
0
名
が
激
励
。

●
新
2
回
生
同
期
会
8
月
1
4

日
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー
ナ

に
て
、
村
上
先
生
を
迎
え
4
5
名

の
参
加
。

●
新
3
0
回
E
組
ク
ラ
ス
会
8

月
2
2
日
こ
う
弥
に
て
、
遠
藤

（
滑
）
先
生
を
迎
え
、
深
夜
ま
で

痛
飲
。
翌
2
3
日
は
雫
石
ゴ
ル
フ

場
で
コ
ン
ペ
開
催
。

●
旧
13
回
生
同
期
会
‥
9
月
9

日
愛
真
館
に
て
、
西
在
家
綾

長
を
招
き
約
3
0
名
が
集
う
。

●
新
1
5
回
生
同
期
会
9
月
1

9

日
新
亀
虚
に
て
、
西
在
家
校

長
を
迎
え
40
名
が
再
会
。

●
新
1
4
回
生
同
期
会
1
0
月
2
4

日
大
清
水
多
賀
に
て
、
西
在

家
校
長
、
池
口
教
頭
、
高
橋

（
精
）
先
生
、
佐
藤
先
生
を
迎
え

約
80
名
の
大
盛
会
。
佐
藤
先
生

は
O
B
と
し
て
、
こ
の
日
は
「
佐

藤
君
」
？

●
石
桜
体
操
ク
ラ
ブ
（
体
操
節

O
B
会
）
川
月
2
6
日
こ
う
弥

に
て
、
足
沢
先
生
、
菊
池
へ
軍
）
先

生
を
迎
え
的
二
十
名
で
痛
飲
。

●
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
激
励
会
1
0

月
2
9
日
1
＆
1
に
て
、
本
多

先
生
を
囲
み
、
硬
式
テ
ニ
ス
を

愛
好
す
る
O
B
約
1
0
名
が
集
ま

り
、
今
後
の
活
躍
を
激
励
。

●
石
桜
教
職
員
会
u
月
6
日

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
て
、
西
在

家
校
長
、
池
口
教
頭
、
中
館
教

務
主
任
、
村
上
先
生
、
菊
地
先

生
が
、
教
職
に
就
い
て
い
る
O

B
1
1
名
と
懇
談
。

●
新
1
3
回
生
同
期
会
1
1
月
7

日
ホ
テ
ル
三
右
衛
門
に
て
、

ら
れ
た
。
史
実
に
詳
し
い
池
野

藤
兵
衛
氏
を
招
い
た
り
、
郷
土

の
人
物
史
家
藤
井
茂
氏
の
同
席

を
得
て
数
人
が
集
い
を
重
ね
た
。

藤
井
茂
氏
の
研
究
対
象
が
義

正
翁
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
を

知
り
、
同
氏
の
執
筆
を
積
極
的

に
支
援
し
た
い
と
い
う
声
も
上

が
っ
た
。

藤
井
茂
氏
は
そ
の
後
盛
岡
タ

イ
ム
ス
社
に
勤
癌
、
多
忙
の
時

間
の
中
前
述
の
連
載
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
の
ほ
ど
完
結
を
持

っ
て
義
正
翁
生
誕
雪
二
十
年
を

機
に
石
桜
振
興
会
が
刊
行
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

◇
　
　
　
　
　
◇

木
曽
で
は
父
義
軌
を
中
心
と

し
た
家
庭
生
活
、
教
育
娘
心
で
、

生
涯
勤
倹
の
人
だ
っ
た
母
キ
ヨ

の
影
響
か
ら
説
き
、
藩
校
で
の

和
漢
洋
学
の
勉
強
、
仙
台
、
東

京
で
の
遊
学
、
青
春
時
代
へ
と

肇
が
運
ば
れ
る
。

事
業
へ
の
朋
芽
、
政
治
へ
の

意
欲
、
火
薬
鉄
砲
店
の
開
業
か

ら
森
林
業
、
事
業
の
飛
鷹
へ
と

移
り
、
人
材
育
成
の
た
め
の
学

校
股
立
へ
と
展
開
す
る
。

中
学
教
師
の
群
膿
、
盛
岡
市

の
市
街
地
開
発
と
多
く
の
人
物

と
の
出
会
い
、
そ
し
て
別
れ
ま

で
、
義
正
翁
の
生
涯
が
平
易
な

文
体
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

序
文
は
松
見
得
明
石
桜
振
興

会
長
、
巻
末
に
西
在
家
寛
校
長

の
「
義
正
翁
と
岩
手
中
学
し
の

文
も
収
め
ら
れ
て
い
て
同
窓
生

各
位
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い

好
著
で
あ
る
（
本
年
内
刊
行
予

定
）
。
広
く
同
窓
生
諸
兄
の
購
読

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

村
上
先
生
を
囲
み
、
約
4
0
名
が

旧
交
を
温
め
る
。

●
日
大
石
桜
会
1
1
月
1
9
日

「
慕
情
」
に
て
、
日
大
O
B
1
3
人

が
村
上
先
生
、
松
見
同
窓
会
長

を
囲
み
盛
会
。

●
葉
桜
会
（
新
1
8
回
生
同
期
会
）

u
月
2
1
日
ホ
テ
ル
大
観
に
て

西
在
家
校
長
、
中
村
先
生
、
村

上
先
生
を
迎
え
、
思
い
出
話
に

花
が
咲
く
。
3
0
名
出
席
。

●
岩
手
町
石
桜
会
1
1
月
2
8
日

発
足
三
周
年
を
迎
え
、
益
々
意

気
あ
が
る
。

◆
◆

佐
々
木
益
人
君
（
旧
1
0
）

1
1
月
3
日
、
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
地
方
自
治
（
林
業
行
政
）
の

功
労
に
対
し
て
勲
四
等
瑞
宝
章

を
受
け
る
。

加
藤
弘
君
（
新
3
）
1
0
月
1
6

日
、
小
、
中
学
教
育
に
尽
く
し

た
功
に
よ
り
、
教
育
功
労
者
と

し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け

る
。稗

貫
明
彦
者
二
旧
1
0
）
1
0

月
1
6
日
、
私
立
幼
稚
園
発
展
の

功
に
よ
り
、
教
育
功
労
者
と
し

て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
る
。

高
檎
章
清
音
（
新
4
）
8

月
6
日
か
ら
1
0
日
ま
で
、
盛
岡

市
大
適
・
ク
リ
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
て
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
不
思

議
な
生
物
た
ち
」
写
真
展
を
開

催
。
5
5
点
の
写
真
を
展
示
。

◆
◆

池
口
杜
孝
教
硬
u
月
19
日

私
学
教
育
振
興
の
功
に
よ
り
岩

手
県
知
事
表
彰
を
受
け
る
。

㊨
㊨
⑱
㊨

石
桜
精
神
の
具
現
者
と
も
言

う
べ
き
、
戸
嶋
正
夫
元
教
頭
先

生
が
去
る
三
月
二
日
永
眠
な
さ

れ
ま
し
た
。
本
紙
は
、
新
1
7
回

生
、
伊
藤
勢
至
君
の
哀
切
極
塵

る
弔
電
を
拝
借
し
、
紙
面
に
録

す
る
こ
と
で
哀
悼
の
念
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
校
長
、
新
教

頭
の
も
と
、
生
徒
達
も
良
き
伝

統
の
継
承
と
新
し
い
歴
史
の
創

造
に
向
け
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
や

生
徒
会
清
動
も
活
発
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

御
引
退
な
さ
れ
た
遠
藤
貫
中

先
生
、
本
当
に
長
い
間
御
善
労

様
で
し
た
。
（
W
）
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